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はじめに
ご使用前にこの手順書をよくお読みいただき、正しくお使いください。

 重要
本ツールを使用してデータを変換した後は、LL50Aで変換内容を確認してご使用くださ
い。また、必要に応じて再設定してご使用ください。

 重要
本ツールは、制御性に関してGREENシリーズとの互換性を100%保証するものではありま
せん。本運転の前に、試運転を行い、制御動作等の確認をお願いいたします。

■	ご注意
・	 本書の内容は、性能・機能の向上などにより将来予告なしに変更することがあります。
・	 本書の内容に関しては万全を期していますが、万一ご不審の点や誤りなどお気づき
のことがありましたら、お手数ですが、当社支社・支店・営業所までご連絡ください。

・	 本書の内容の全部または一部を無断で転載、複製することは禁止されています。
・	 Microsoft Corporation がサポートを終了したOSについては、横河電機でもサポート
を終了します。

■	商標
・	 本書で使用の当社製品名またはブランド名は、当社の商標または登録商標です。
・	 Microsoft、MS-DOS、Windows は、米国Microsoft Corporation の米国およびその他
の国における登録商標または商標です。

・	 Adobe、Acrobat、および Postscript は、Adobe Systems Incorporated（アドビシステ
ムズ社）の商標です。

・	 本書では各社の登録商標または商標には、™マーク、®マークは表示していません。
・	 本書で使用の各社製品名は、各社の商標、または登録商標です。

Media No. TI 05A03A01-02JA	 7th Edition : July. 2022(YK)
All Rights Reserved. Copyright © 2009, Yokogawa Electric Corporation
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ご使用にあたっての注意

■	この手順書における説明の範囲
このマニュアルでは、Windows の基本的な操作については説明していません。OSの基本
的な操作については、それぞれのユーザーズガイドなどをお読みください。
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ソフトウェア使用許諾契約書
GREEN-UTAdvancedパラメータデータ変換ツールソフトウェア使用許諾条件書

重要 – 以下の条件を注意してお読み下さい。
以下の条件（以下「本条件」といいます）は、お客様が横河電機株式会社およびその指定する子会社（以下併せて「横河」
といいます）の GREEN-UTAdvanced パラメータデータ変換ツールのソフトウェアをインストールまたは使用される際に適
用されます。本ソフトウェアをインストールまたは使用することにより、お客様は本条件の各条項に同意したものとみな
されます。同意されない場合は、本ソフトウェアのインストールおよび使用は行わず、直ちに本ソフトウェアの提供元に
本ソフトウェアをご返品ください。
本ソフトウェアを入手されたお客様が最終ユーザーでない場合は、お客様から最終ユーザーに本条件を提示し、最終ユー
ザーの同意を得た上で、本ソフトウェアの使用を開始させるものとし、以下、本条件では「お客様」は最終ユーザーを示
します。
横河が本条件と異なる条件について書面にて合意した場合には、当該合意が本条件に優先します。

第 1 条（適用範囲）
1.	 本条件は、GREEN-UTAdvanced パラメータデータ変換ツールのソフトウェア製品に適用します（以下「横河ソフトウェ

ア製品」といいます）。横河ソフトウェア製品は、次の通り分類され、その知的財産権は横河または横河への許諾者
に帰属します。

a.	 標準ソフトウェア製品：横河の一般仕様書に横河のソフトウェア製品として記載されているものをいいます。
b.	 カスタムソフトウェア製品：標準ソフトウェア製品と共にまたはこれに追加して使用するために、合意した仕様に基

づき、横河が個別に製作するソフトウェア製品をいいます。
2.	 前項の横河ソフトウェア製品には、コンピュータプログラム、キーコード（ライセンスファイル）、関連するマニュ

アル等の書類、データベース、フォント、入力データおよびソフトウェアに組み込まれたイメージ、写真、アニメーショ
ン、ビデオ、音声、音楽、テキスト、アプレット（テキストやアイコンに組み込まれたソフトウェア）などを含みます。

3.	 横河が別に定める場合を除き、横河ソフトウェア製品の改訂版および機能追加版についても本条件が適用されます。

第 2 条（使用権の許諾）
1.	 横河は、お客様に対し、横河ソフトウェア製品について、予め横河が指定したハードウェア、指定がない場合はお客

様のハードウェア上における、お客様の自己使用を目的とした、非独占的かつ譲渡不能の使用権を許諾します。なお、
使用条件は、本条件によるほか、別途横河の一般仕様書がある場合は当該一般仕様書に定めるところによります。

2.	 横河が書面により別途合意または規定した場合を除き、次の行為は禁止されます。
a.	 横河ソフトウェア製品またはそれらの使用権を第三者に販売、貸与、頒布、譲渡、質入もしくは再使用を許諾したり、

公衆送信もしくは送信可能化すること
b.	 ネットワークを介して指定ハードウェア以外のハードウェア上で横河ソフトウェア製品を使用すること
c.	 ダンプ、逆アッセンブル、逆コンパイル、リバースエンジニアリング等により横河ソフトウェア製品をソースプログ

ラムその他人間が読み取り可能な形式へ変換もしくは複製すること、修正もしくは他の言語への翻訳等により横河ソ
フトウェア製品を提供された形式以外に改変すること、またはこれらを試みること

d.	 横河ソフトウェア製品に使用または付加された保護の機構（コピープロテクト）を除去したり、除去を試みること
e.	 横河ソフトウェア製品に表示されている著作権、商標、ロゴその他の表示を削除すること
f.	 横河が別途書面で合意した場合を除き、横河ソフトウェア製品に基づき、派生的ソフトウェアその他のコンピュータ

プログラムを作成したり作成させること
3.	 横河ソフトウェア製品およびそれらに含まれる一切の技術、アルゴリズム、ノウハウおよびプロセスは、横河または

横河に対し再使用許諾権または譲渡権を付与している第三者の固有財産および営業秘密であり、横河ソフトウェア製
品の著作権、商標権その他の権利はすべて横河または横河に対し再使用許諾権を付与している第三者に帰属し、お客
様に権利の移転や譲渡を一切行うものではありません。

4.	 前項記載の固有財産および営業秘密ならびにキーコード（ライセンスファイル）は、横河ソフトウェア製品を使用す
るために必要とされるお客様の役員、従業員またはそれに準じる者以外の第三者に開示、漏洩しないものとし、お客
様は当該従業員等に対しては秘密保持の義務を負わせるものとします。

5.	 横河ソフトウェア製品の使用終了時または使用許諾の解除時には、横河ソフトウェア製品およびその複製物を横河に
返却するとともに、ハードウェアその他の記憶媒体に記録されている複製物を完全に消去するものとします。横河ソ
フトウェア製品およびその複製物が記録されている記憶媒体を廃棄する場合は、必ずこれに記憶されている内容を完
全に消去するものとします。

6.	 横河ソフトウェア製品には、横河が第三者から再使用許諾権または譲渡権を付与されているソフトウェアプログラム
（以下「第三者プログラム」という）を含む場合があります。かかる第三者プログラムの供給者（以下「供給者」と

いいます）が本条件と異なる使用許諾条件を定めている場合には、別途提示される当該条件が本条件に優先して適用
されます。第三者プログラムによっては、お客様が供給者から直接使用許諾を受ける形態のものもあります。

7.	 横河ソフトウェア製品には、オープンソースソフトウェア（以下「OSS」といいます）が含まれます。OSS については、
別途提示される条件が本条件に優先して適用されます。

第 3 条（特定用途に関する制限）
1.	 横河ソフトウェア製品は、横河、お客様間にて別途書面で合意した場合を除き、航空機の運行もしくは船舶の航行、

または地上でのサポート機器もしくは原子力施設の立案、建設、保守、運用または使用を目的として特別に設計、製
造または使用許諾されるものではありません。

2.	 お客様が前項の目的で横河ソフトウェア製品を使用する場合には、横河および供給者は当該使用により発生するいか
なるクレームおよび損害に対しても責任を負わないものとし、お客様は、お客様の責任においてこれを解決するもの
とします。
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第 4 条（保証と保守）
	 横河ソフトウェア製品は現状有姿で提供されるものであり、横河は保証責任、瑕疵担保責任および債務不履行責任を

負いません。なお、障害／脆弱性回避策の提示、パッチソフトウェアの提供、製品情報の提供、技術問い合わせなど
のサービスは、別途横河の販売子会社または代理店と保守契約を締結していただくことにより、提供いたします。た
だし、第三者プログラムの保守条件については、供給者の定めるところによります。

第 5 条（特許権、著作権等の侵害に関する損害賠償責任）
1.	 お客様は、横河ソフトウェア製品につき、第三者から特許権、商標権、著作権その他の知的財産権の侵害に基づき使

用の差し止め、損害賠償請求等が行われた場合は、書面にて直ちに請求の内容を横河に通知するものとします。
2.	 前項の通知がなされ、当該請求等が横河の責に帰すべき事由による場合は、その防御および和解交渉について、お客

様から横河に防御、交渉に必要なすべての権限を与えていただき、かつ必要な情報および援助をいただくことを条件
に、横河は自己の費用負担で当該請求等の防御および交渉を行い、前項記載の第三者に対して最終的に認められた責
任を負うものとします。

3.	 横河は第 1 項における請求またはその恐れがあると判断した場合は、横河の選択により、横河の費用で下記のいずれ
かの処置を取ることができるものとします。

a.	 正当な権利を有する者からかかる横河ソフトウェア製品の使用を継続する権利を取得する。
b.	 第三者の権利の侵害を回避できるようなソフトウェア製品と交換する。
c.	 第三者の権利を侵害しないようにかかる横河ソフトウェア製品を改造する。

4.	 前各項にかかわらず、第 1 項の請求にかかる侵害が、横河以外の者による横河ソフトウェア製品の改変に起因する場
合、横河以外の第三者が納入した製品と横河ソフトウェア製品との組み合わせによる場合、お客様または発注者の指
示に起因する場合、横河の助言に従わない場合その他横河の責に帰すべき事由によらない場合は、横河は前各項の責
任を負わないものとします。

5.	 本条の定めが知的財産権侵害に関する横河および供給者の責任のすべてとします。本条にかかわらず、第三者プログ
ラムまたは OSS に起因する請求等については別途提示される条件が優先します。

第 6 条（責任の制限）
	 横河および供給者は、いかなる場合においても、本ソフトウェアに関連して生じた損害について一切責任を負わない

ものとします。

第 7 条（権利義務の譲渡）
	 お客様は、本条件に基づく権利義務を横河の書面による承諾なくして第三者に譲渡してはならないものとします。横

河の承諾を得て横河ソフトウェア製品および本条件の地位の譲渡を行う場合は、お客様は横河ソフトウェア製品をす
べて譲受人に譲渡し、保有する複製物を完全に消去するものとします。

第 8 条（輸出規制）
	 お客様は、日本国、アメリカ合衆国その他関連国の輸出関連法規を遵守し、横河ソフトウェア製品を輸出する場合に

は、自らの責任と費用において輸出入許可の取得その他必要な手続きを行うものとします。

第 9 条（監査、使用の差止め）
1.	 横河は、お客様による本条件の遵守状況を確認するため、合理的な範囲で、お客様の関連施設に立ち入り監査するこ

とができるものとします。
2.	 横河ソフトウェア製品の使用許諾後といえども、使用環境の変化または許諾時には見出せなかった悪環境条件が見ら

れる場合、その他横河ソフトウェア製品を使用するに著しく不適切であると横河が判断した場合には、横河はお客様
に対して当該使用を差止めることができるものとします。

第 10 条（解除）
	 お客様（最終ユーザーを含みます）が本条件に違反した場合には、横河は何ら催告を要することなく通知をもって横

河ソフトウェア製品の使用許諾を解除できるものとします。この場合お客様は直ちに横河ソフトウェア製品の使用を
中止し、第 2 条第 5 項に従い横河ソフトウェア製品およびその複製物を返却または消去するものとします。横河ソフ
トウェア製品の使用終了後または使用許諾の解除後といえども第 2 条第 4 項および第 5 項、第 5 条、第 6 条ならび
に第 11 条は効力を有するものとします。

第 11 条（管轄裁判所）
	 横河ソフトウェア製品の使用または本条件に関して生じた紛争については、両者誠意を持って協議解決するものとし

ますが、協議が調わない場合は東京地方裁判所（本庁）を第一審の専属的合意管轄裁判所とします。
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1.	 概要
LL100またはLL200のパラメータ設定ツールおよびプログラムパターン設定ツールで作成
したファイルを、UTAdvanced用のパラメータデータに変換し、LL50Aのユーザファイル
として出力するツールです。ただし、UP750（UP750E）についてはプログラムパターン
の変換のみで、パラメータデータの変換は行われません。
GREENシリーズ温調計からパラメータデータを直接アップロードして変換することはで
きません。

	
パソコン（本ツール）

LL50Aもインストール済み UT55A/UT52A
UT35A/UT32A
UP55A

GREENシリーズ

※対象機器：1.2節参照 変換対象ファイル

パソコン（LL100/LL200）

パラメータデータ
アップロード(*1)

変換後ダウンロード

変換実行

LL100/LL200 プログラムパターン設定
ツールで作成したファイルは、
UTAdvanced 用のプログラムパターン
データに変換し、LL50A のプログラムパ
ターンファイルとして出力します。

*1：Windows 7でGREENシリーズ
から直接データをアップロード
できます。

LL100/LL200
パラメータデータファイル

1

2

5

8

9

10

11

12

13

14

App.

Index

7

6

3

4
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1.1	 変換仕様の概要
 

GREENシリーズの仕様に合わせ、GREENシリーズのパラメータデータをUTAdvancedのパ
ラメータデータに変換します。
UTAdvancedで機能の一部が変更されたパラメータは、変換できません。初期値になりま
す。変換の仕様については、第4章をご覧ください。

UTAdvancedに機能が追加されたパラメータは初期値になります。
UTAdvancedに搭載されないパラメータは変換対象外となります。(下表参照)

UT551/UT550/UT520/UT450/UT420		  　UP550のみ
パラメータ記号 名称 パラメータ記号 名称

ORB.1 LOOP1 のオン /オフ率検出幅 GRP PID 組数

ORH.1 LOOP1 のオン /オフ率上限 TSC1 1 次側偏差トレンド画面トレ
ンドスケール

ORL.1 LOOP1 のオン /オフ率下限 TSC2 2 次側偏差トレンド画面トレ
ンドスケール

ORB.2 LOOP2 のオン /オフ率検出幅 TTM 偏差トレンド画面トレンドタ
イム

ORH.2 LOOP2 のオン /オフ率上限

ORL.2 LOOP2 のオン /オフ率下限

UT350/UT320/UT351/UT321
パラメータ記号 名称

ORB オン /オフ率検出幅

ORH オン /オフ率上限

ORL オン /オフ率下限

UT350/UT320/UT351/UT321
パラメータ記号 名称

PSL プロトコル選択

BPS 通信速度

PRI パリティ

STP ストップビット

DLN データ長

ADR アドレス

RP.T 最小応答時間

LOCK キーロック

通信パラメータ、キーロックパラメータは、LL100/LL200 上にはありません。

LL100/LL200パラメータ設定ツールで作成したユーザファイル情報は変換されます。

LL100/LL200プログラムパターン設定ツールで作成したファイルの設定値で、UP550にダ
ウンロードしたときに、無効になる設定値は変換対象外となります。
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1.2	 変換対象機種
GREEN-UTAdvancedパラメータデータ変換ツールは、下記の機種に対応します。

GREENシリーズ変換対象ファイル
（LL100/LL200パラメータ設定ツール ユーザファイル）

変換後のUTAdvanced用ファイル
（LL50A用ユーザファイル）

拡張子 形名 形名 拡張子

*.t5d
UT550（注 1）、UT550E（注 2）、UT551 → UT55A

*.uta
（注 3）

UT520（注 1）、UT520E（注 2） → UT52A

*.t4d
UT450 → UT55A

UT420 → UT52A

*.5td UT550 → UT55A

*.4td UT520 → UT52A

*.ttd
UT351 → UT35A

*.utb
（注 5）

UT321 → UT32A

*.t3d
UT350、UT350E（注 4） → UT35A

UT320、UT320E（注 4） → UT32A

*.p5d UP550（注 1）、UP550E（注 2） →
UP55A *.upa

（注 6）*.5pd UP550 →

GREENシリーズ変換対象ファイル
（LL100/LL200プログラムパターン設定ツール ユーザファイル）

変換後のUTAdvanced用ファイル
（LL50A用プログラムパターンファイル）

拡張子 形名 形名 拡張子

*.p5p UP550（注 1）、UP550E（注 2） →

UP55A *.5pt
（注 6）*.5pp UP550 →

*.p7p UP750（注 1）、UP750E（注 7） →

注 1：	機能拡充（エンハンス）後の LL100/LL200 で作成した場合の拡張子です。
注 2：	UT550E、UT520E は形名ではありません。フロントパネルの表示です。形名はUT550、UT520 です。
注 3：	UTAdvanced 用のパラメータバージョンは、R1.01.02 となります。
注 4：	UT350E、UT320E は形名ではありません。フロントパネルの表示です。形名はUT350、UT320 です。
注 5：	UTAdvanced 用のパラメータバージョンは、R1.02.02 となります。
注 6：	UTAdvanced 用のパラメータバージョンは、R1.01.03 となります。
注 7：	UP750E は形名ではありません。フロントパネルの表示です。形名はUP750 です。
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GREENシリーズの形名・仕様コードは、仕様が同等の形名仕様コード（標準）に変換さ
れます。各コードの詳細については、それぞれのユーザーズマニュアルをご覧ください。

GREENシリーズ UTAdvancedシリーズ
形名 基本仕様コード 形名 基本仕様コード 付加仕様コード

UT520
UT52A

UT420
-0 -0

0 0
7 1
8 2

0-10-00

GREENシリーズ UTAdvancedシリーズ
形名 基本仕様コード 形名 基本仕様コード 付加仕様コード

UT450
UT55AUT550

UT551
-0 -0
-1 -1
-2 -2

0 0
1 1
2 2
3 3
4 4

0-10-00

GREENシリーズ UTAdvancedシリーズ
形名 基本仕様コード 形名 基本仕様コード 付加仕様コード

UT450
UT55AUT550

UT551
-3 -0
-4 -1

0 0
1 1
2 2
3 3
4 4

0-10-00
/LP

GREENシリーズ UTAdvancedシリーズ
形名 基本仕様コード 形名 基本仕様コード 付加仕様コード

UT551 UT55A
-0 -0
-1 -1

A 0
B 4
C 3
D 5

2-10-00
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GREENシリーズ UTAdvancedシリーズ
形名 基本仕様コード 形名 基本仕様コード 付加仕様コード

UT320
UT32A

UT321
-0 -0
-2 -2
-3 -0 /LP

0 00
1 10 /HA
2 00 /HA

-10-00

GREENシリーズ UTAdvancedシリーズ
形名 基本仕様コード 形名 基本仕様コード 付加仕様コード

UT350 UT35A
-0 -0
-2 -2
-3 -0 /LP

0 00
1 01 /HA
2 00 /HA

-10-00

GREENシリーズ UTAdvancedシリーズ
形名 基本仕様コード 形名 基本仕様コード 付加仕様コード

UT351 UT35A
-0 -0
-2 -2

0 00
1 01 /HA
2 00 /HA
3 02
A 02

-10-00

GREENシリーズ UTAdvancedシリーズ
形名 基本仕様コード 形名 基本仕様コード 付加仕様コード

UT351 UT35A
-3 -0 /LP

0 00
1 01 /HA
2 00 /HA

-10-00

GREENシリーズ UTAdvancedシリーズ
形名 基本仕様コード 形名 基本仕様コード 付加仕様コード

UP550 UP55A
-0 -0
-1 -1
-2 -2

0 00
1 11

-10-00
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GREENシリーズ UTAdvancedシリーズ
形名 基本仕様コード 形名 基本仕様コード 付加仕様コード

UP750 UP55A
-0 -0
-5 -1

-2
0 00
1 11

-10-00

形名・仕様コードが変換されると、表示言語コードが「-1」となります。表示言語コード
を「-0」とするには、データ変換後、表示言語コードが「-0」の本体に LL50A パラメー
タ設定ソフトウェアでパラメータをダウンロードし、一括アップロードを行えば、表示
言語コード「-0」としてファイル保存できます。
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1.3	 動作環境
GREEN-UTAdvancedパラメータデータ変換ツールは、LL50Aパラメータ設定ソフトウェア
がインストールされているパソコンでのみ動作します。

●	 パソコン
項目 Windows 11 *1

日本語版/英語版
Windows 10 *1

日本語版/英語版
Windows 8.1 *1

日本語版/英語版
エディション Pro 64bit Pro 64bit Pro 32bit 版 /64bit 版
Version *1 21H2 以降 20H2以降 Update
CPU 1GHz 以上で 2コア以上の

64bit をサポートしている 
Intel プロセッサー

2GHz 以上の 64bit をサポー
トしている Intel プロセッ
サー（推奨）

2GHz 以上の Intel プロセッ
サー（推奨）

主記憶容量（推奨） 8GB以上 8GB以上 4GB以上
ストレージ空き容量
（推奨）

32GB以上 32GB以上 16GB以上

ディスプレイ OSに対応したディスプレ
イ

OSに対応したディスプレイ OSに対応したディスプレイ

プリンター A4サイズ
印刷する場合必要

A4サイズ
印刷する場合必要

A4サイズ
印刷する場合必要

*1:	 Microsoft Corporation がサポートを終了したOSについては、横河電機でもサポートを終了します。
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2.	 インストール
GREEN-UTAdvancedパラメータデータ変換ツールを、弊社ホームページ（https://www.
yokogawa.co.jp/ns/utadv/convert/）からダウンロードした後、圧縮ファイルを解凍しパ
ソコンにインストールします。
解凍後のファイルは、setup.exeとSetupJP.msiの2つです。

2.1	 ツールをインストールする

 重要
・	 LL50A パラメータ設定ソフトウェアがインストールされているパソコンで動作しま
す。

・	 レビジョンが古い変換ツールをご使用の場合は、アンインストールしてからインス
トールしてください。

●	 手順1
setup.exe ファイルをダブルクリックします。

●	 手順2
使用許諾書をお読みになり、同意する場合は、"同意する "にチェックをつけ、「次へ」ボ
タンをクリックします。
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●	 手順3
インストールするフォルダを選択し、「次へ」ボタンをクリックします。

●	 手順4
インストールする場合は、「次へ」ボタンをクリックします。インストールが開始します。
インストールをやめる場合は、「キャンセル」ボタンをクリックします。

●	 手順5
インストールが完了しました。「閉じる」ボタンをクリックします。
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2.2	 インストールの確認
Windows 8.1の場合
「Windowsスタート」＞「すべてのプログラム」＞「GREEN to UTAdvanced Conversion 
Tool」が登録されていることを確認します。

Windows 10の場合
「Windowsスタート」＞アプリメニュー＞「GREEN to UTAdvanced Conversion Tool」が
登録されていることを確認します。

Windows 11の場合
「Windowsスタート」＞「すべてのアプリ」＞「GREEN to UTAdvanced Conversion 
Tool」が登録されていることを確認します。

2.3	 ツールをアンインストールする
Windowsの［スタートメニュー］－［コントロールパネル］で［プログラムと機能］を
実行し、「GREEN to UTAdvanced Conversion Tool」をアンインストールします。
「ユーザーアカウント制御」画面が表示されます。「許可」をクリックします。GREEN 
to UTAdvanced Conversion Toolがアンインストールされます。
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3.	 ツール起動とデータ変換

 重要
・	 LL50A パラメータ設定ソフトウェアがインストールされているパソコンで動作しま
す。

・	 レビジョンが古い変換ツールをご使用の場合は、アンインストールしてからインス
トールしてください。

UT3□ AパラメータバージョンＲ 1.02.02 で、PVS_L1 メニュー下の BS、FL パラメータの
仕様を変更しました。
そのため、変換ツールで作成した LL50A 用ユーザファイルのパラメータバージョンと
UT3□ A（本体）のパラメータバージョンが異なる場合は、下記の操作を行ってください。

●	 変換ツールR2.01.01で変換したファイルを、パラメータバージョンR1.02.02以降
のUT3□Aで使用する場合
変換ファイルを LL50Aで開き、UT3□ Aにダウンロードした後に、本体で以下のパラメー
タを設定してください。
・	 LL50A の PVS_L1 メニュー下の BS、FL の値を、本体の PVメニューの A.BS、A.FL に
設定します。

・	 本体の PVS_L1 メニュー下の BS=0、FL=OFF に変更します。
・	 本体で設定変更したため、LL50A で一括アップロードを行いファイル保存します。
（バックアップデータ用）

●	 変換ツールＲ3.01以降で作成したファイルを、パラメータバージョンＲ1.02.01ま
でのUT3□Aで使用する場合
変換ファイルを LL50A で開き、LL50A の設定データを下記のように修正してからUT3□
Aにダウンロードしてください。
・	 LL50Aの PVメニューのA.BS、A.FL の値を、PVS_L1 メニュー下の BS、FL に設定します。
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3.1	 ツールを起動し、パラメータ設定ツールの
データを変換する

●	 手順1
Windows 8.1 の場合
「Windows スタート」＞「すべてのプログラム」＞「GREEN to UTAdvanced Conversion 
Tool」をクリックします。
Windows 10 の場合
「Windows スタート」＞アプリメニュー＞「GREEN to UTAdvanced Conversion Tool」を
クリックします。
Windows 11 の場合
「Windows スタート」＞「すべてのアプリ」＞「GREEN to UTAdvanced Conversion Tool」
をクリックします。

●	 手順2
「変換するLL100/LL200パラメータデータファイルを選択する」をクリックすると、「LL100/
LL200 データファイルを開く」ウィンドウが表示されます。選択できるファイルの拡張子
については、「1.2　変換対象機種」をご覧ください。
格納するフォルダは、「3.4　環境設定する」で変更できます。

●	 手順3
変換するファイルを選択し、「開く」ボタンをクリックすると、変換後の形名・仕様コー
ドが表示されます。
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●	 手順4
「OK」ボタンをクリックすると、変換が実行されます。変換後のデータをファイルに保存
する場合は、「はい」をクリックします。「いいえ」をクリックすると、最初のウィンド
ウに戻ります。

変換エラーが発生した場合は、保存確認のメッセージが表示される前に変換エラー一
覧ウィンドウが表示されます。変換エラー一覧は、csv ファイル（ファイル名：LL100/
LL200ファイル名_年月日時分秒.csv）に出力されます。格納するフォルダについては、「3.4
　環境設定する」をご覧ください。

詳細は、第 4章をご覧ください。

●	 手順5
変換後のファイルを格納するフォルダを指定します。
格納するフォルダは、「3.4　環境設定する」で変更できます。

UT400 またはUT500 シリーズ変換後のファイルの種類：UT50Aシリーズ用 LL50Aユーザファイル（*.uta）
UT300 シリーズ変換後のファイルの種類：UT30Aシリーズ用 LL50Aユーザファイル（*.utb）
UP550 の変換後のファイルの種類：UP50Aシリーズ用 LL50Aユーザファイル (*.upa)
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●	 手順6
ファイル名を付けて保存して、変換終了です。変換後のファイルは、LL50A で読み出し
を行い、設定内容を確認してご使用ください。

参照 LL50Aパラメータ設定ソフトウェアの使い方については、
「LL50Aパラメータ設定ソフトウェア　ユーザーズマニュアル（IM 05P05A01-02JA）」

をご覧ください。
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3.2	 1つのプログラムパターンファイルを変換する

●	 手順1
「起動メニュー」ウィンドウの「変換する LL100/LL200 プログラムパターンファイルを選
択する」をクリックすると、「LL100/LL200 データファイルを開く」ウィンドウが表示さ
れます。
選択できるファイルの拡張子については。「1.2　変換対象機種」をご覧ください。
格納するフォルダは、「3.4　環境設定する」で変更できます。

●	 手順2
変換するファイルを選択し、「開く」ボタンをクリックすると、変換後の形名・仕様コー
ドが表示されます。

●	 手順3
「OK」ボタンをクリックすると、変換が実行されます。変換後のデータをファイルに保存
する場合は、「はい」をクリックします。「いいえ」をクリックすると、最初のウィンド
ウに戻ります。
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●	 手順4
変換後のファイルを格納するフォルダを指定します。格納するフォルダは、「3.4　環境設
定する」で変更できます。

UP550/UP750 の変換後のファイルの種類：UP50Aシリーズ用プログラムパターンファイル（*.5pt）

●	 手順5
ファイル名を付けて保存して、変換終了です。
3.1 節で変換したUP50A シリーズ用 LL50A ユーザファイルを LL50A で読み出した後に、
LL50Aのメニューコマンドの「ファイル」＞「プログラムパターンファイルを開く」＞「1
つのパターンファイル」を実行し、変換したUP50Aシリーズ用プログラムパターンファ
イルを読み出し、設定内容を確認してご使用ください。

参照 LL50Aパラメータ設定ソフトウェアの使い方については、
「LL50Aパラメータ設定ソフトウェア　ユーザーズマニュアル（IM 05P05A01-02JA）」

をご覧ください。
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3.3	 LL100/LL200のバッチコピー機能で作成した
プログラムパターンファイルを変換する

●	 手順1
「起動メニュー」ウィンドウの「変換する LL100/LL200 プログラムパターン (バッチコピー )
フォルダを選択する」をクリックすると、「フォルダの参照」ウィンドウが表示されます。

●	 手順2
LL100/LL200 のバッチコピー機能で作成したプログラムパターンファイルが保存されてい
るフォルダを選択し、OKボタンをクリックすると、変換後の形名・仕様コードが表示さ
れます。

（注）変換対象のファイル名は、PTN001.p5p ～ PTN030.p5p です。

●	 手順3
「OK」ボタンをクリックすると、変換が実行されます。変換後のデータをファイルに保存
する場合は、「はい」をクリックします。「いいえ」をクリックすると、最初のウィンド
ウに戻ります。
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●	 手順4
変換後のファイルを格納するフォルダを指定します。格納するフォルダは、「3.4　環境設
定する」で変更できます。

UP550/UP750 の変換後のファイルの種類：UP50Aシリーズ用プログラムパターンファイル（*.5pt）

●	 手順5
変換終了です。
3.1 節で変換したUP50A シリーズ用 LL50A ユーザファイルを LL50A で読み出した後に、
LL50Aのメニューコマンドの「ファイル」＞「プログラムパターンファイルを開く」＞「す
べてのパターンファイル」をクリックし、変換したUP50Aシリーズ用プログラムパター
ンファイルを読み出し、設定内容を確認してご使用ください。

参照 LL50Aパラメータ設定ソフトウェアの使い方については、
「LL50Aパラメータ設定ソフトウェア　ユーザーズマニュアル（IM 05P05A01-02JA）」

をご覧ください。
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3.4	 環境設定する
変換前のパラメータデータファイル、変換後のユーザーファイル、変換エラーデータファ
イル、変換後のプログラムパターンファイルの格納場所をあらかじめ設定しておくこと
ができます。

 重要
Program Filesフォルダを含むパスを設定しないでください。
Program Filesフォルダを含むパスを設定すると、GREEN-UTAdvancedパラメータデータ
変換ツールが正常に動作しません。

●	 手順1
メニューの「ファイル」＞「環境設定」をクリックします。

●	 手順2
格納場所をそれぞれ設定し「OK」ボタンをクリックします。

3.5	 ツールのバージョンを確認する

●	 手順1
メニューの「ヘルプ」＞「バージョン情報」をクリックします。

●	 手順2
確認し「OK」ボタンをクリックします。
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4.	 変換エラー
変換エラーとして扱うパラメータは、変換エラー一覧ウィンドウに表示されます。変換
した後、LL50A上で変換内容を確認し必要に応じて再設定してください。
変換するにあたり、パラメータ記号、名称の変更は変換エラーとして扱いません。パラ
メータ設定値が変更されるが、機能・仕様が変更されない場合も変換エラーとして扱い
ません。パラメータの名称、設定範囲、初期値などの詳細については、各ユーザーズマ
ニュアルをご覧ください。

参照 LL50Aパラメータ設定ソフトウェアの使い方については、
「LL50Aパラメータ設定ソフトウェア　ユーザーズマニュアル（IM 05P05A01-02JA）」

をご覧ください。

＜UT300＞：UT350、UT320、UT351またはUT321が対象
＜UT351＞：UT351が対象
＜UT400＞：UT450またはUT420が対象
＜UT500＞：UT550、UT520またはUT551が対象
＜UT551＞：UT551が対象
＜UP550＞：UP550が対象
＜UP750＞：UP750が対象

4.1	 変換エラーとして扱うパラメータ
変換エラーの分類と対処

変換エラー分類 対　　　処
リミットオーバー

変換後の値は初期値になっていますので、再設定してください。変換前の設定値不正
変換可能な設定値なし
設定値変更 SMP=500ms は、SMP=200ms に変換されます。仕様を確認してください。

（1）制御周期＜UT500＞＜UP550＞
【変換エラー分類：設定値変更】
・	 GREEN	 	 ：SMP＝ 500ms
・	 UTAdvanced	 ：SMP＝ 200ms に変換されます。

（2）制御出力種類＜UT500＞＜UP550＞
【変換エラー分類：変換可能な設定値なし】
・	 GREEN	 	 ：OT1または OT2
・	 UTAdvanced	 ：CNT、OT.H

	 調節計モード UTMまたは UPM≠ 1（単ループ制御以外）のとき、制御出力種類
OT1または OT2＝ 3（オンオフ制御リレー接点出力）の場合、制御タイプ CNT＝ 0（PID
制御）、出力種類選択 OT.H＝ 3（OUT端子リレー）に変換されます。
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（3）警報種類＜UT300＞
【変換エラー分類：変換可能な設定値なし】
・	 GREEN	 	 ：AL1～ AL3
・	 UTAdvanced	 ：AL1.T～ AL3.T、AL1.W～ AL3.W、AL1.D～ AL3.D
	 ※警報種類パラメータは、LL50A上では 3つの設定パラメータとなります。

	 警報種類 AL1～ AL3にセンサ接地警報、ヒータ断線警報 1、ヒータ断線警報 2、ヒー
タ断線警報 1、2、制御出力値上限（*1）、制御出力値下限（*1）が設定されていた場合は、
初期値（PV上限警報または PV下限警報）が設定されます。警報種類が初期値にな
る場合は、ヒステリシス、ディレイタイマ、警報設定値は変換されず初期値が設定
されます。（「4.2　特殊変換仕様」、（9）警報種類をご覧ください）

	 （*1）
	 	 制御出力種類 OT1＝ 4～ 12の場合です。

（4）警報種類＜UT400＞＜UT500＞＜UP550＞
【変換エラー分類：変換可能な設定値なし】
・	 GREEN	 	 ：AL1～ AL4
・	 UTAdvanced	 ：AL1.T～ AL4.T、AL1.W～ AL4.W、AL1.D～ AL4.D
	 ※警報種類パラメータは、LL50A上では 3つの設定パラメータとなります。

	 警報種類 AL1～ AL4にセンサ接地警報、タイマ機能（*2）、制御出力値上限（*3）、制
御出力値下限（*3）が設定されていた場合は、初期値（PV上限警報または PV下限警報）
が設定されます。警報種類が初期値になる場合は、ヒステリシス、ディレイタイマ（*2）、
警報設定値は変換されず初期値が設定されます。（「4.2　特殊変換仕様」、（10）警報
種類をご覧ください）

	 調節計モード UPM≠ 4（カスケード制御以外）のとき、AL1～ AL4にループ 2の警
報種類（41～ 60、66、68 ～ 71）が設定されていた場合は、ループ 1の警報種類は
初期値（PV上限警報または PV下限警報）が設定されます。警報種類が初期値にな
る場合は、ヒステリシス、警報設定値は変換されず初期値が設定されます。

	 （*2）
	 	 UP550 にはありません。

	 （*3）
	 	 ＜ UT400 ＞＜ UT500 ＞の場合
	 	 調節計モード UTM＝ 4（カスケード制御）のとき、制御出力種類 OT2＝ 4～ 12かつループ 2の警報

種類 AL1～ AL4＝ 30または 31の場合、
	 	 または調節計モード UTM≠ 2（カスケード 1次側制御以外）、UTM≠ 4（カスケード制御以外）のとき、

制御出力種類 OT1＝ 4～ 12かつループ 1の警報種類 AL1～ AL4＝ 30または 31の場合
	 	 ＜ UP550 ＞の場合
	 	 調節計モード UPM＝ 4（カスケード制御）のとき、制御出力種類 OT2＝ 4～ 12 かつ警報種類 AL1

～ AL4＝ 70または 71の場合、
	 	 または調節計モード UPM≠ 2（カスケード 1次側制御以外）、UPM≠ 4（カスケード制御以外）のとき、

制御出力種類 OT1＝ 4～ 12かつ警報種類 AL1～ AL4＝ 30または 31の場合

（5）ゾーン制御＜UT551＞
【変換エラー分類：変換可能な設定値なし】
・	 GREEN	 	 ：ZON＝ 3
・	 UTAdvanced	 ：ZON＝ 0（SPグループ番号選択方式 1）に変換されます。

パラメータ PIDNと組み合わせて使用してください。
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（6）セレクト画面＜UT300＞
【変換エラー分類：リミットオーバー、変換可能な設定値なし】
・	 GREEN	 	 ：C.S1～ C.S4
・	 UTAdvanced	 ：CS1～ CS4

	 変換前のレジスタ番号が 1～ 200、1016 ～ 9999 の場合、変換可能な設定値なしの
変換エラーとなり初期値が設定されます。

	 変換後のレジスタ番号が 2301 ～ 5000 の範囲外の場合、リミットオーバーの変換エ
ラーとなり初期値が設定されます。変換後のレジスタ番号が2301～5000の範囲内で、
UTAdvanced に機能がない場合は、変換可能な設定値なしの変換エラーとなり初期値
が設定されます。

（7）セレクト画面＜UT400＞＜UT500＞＜UP550＞
【変換エラー分類：リミットオーバー、変換可能な設定値なし】
・	 GREEN	 	 ：C.S1～ C.S5
・	 UTAdvanced	 ：CS1～ CS5

	 変換後のレジスタ番号が2301～ 5000（UP550の場合、2201～ 5000）の範囲外の場合、
リミットオーバーの変換エラーとなり初期値が設定されます。変換後のレジスタ番
号が 2301 ～ 5000（UP550 の場合、2201 ～ 5000）の範囲内で、UTAdvanced に機能
がない場合は、変換可能な設定値なしの変換エラーとなり初期値が設定されます。

（8）接点出力機能＜UT500＞＜UP550＞
【変換エラー分類：リミットオーバー、変換可能な設定値なし】
・	 GREEN	 	 ：DO1～ DO7
・	 UTAdvanced	 ：AL1.S～ AL3.S、DO1.S～ DO4.S（E2端子エリア）

	 変換前のレジスタ番号が 5001 ～ 7048 の範囲外の場合、リミットオーバーの変換エ
ラーとなり初期値が設定されます。変換前のレジスタ番号が5001～7048の範囲内で、
UTAdvanced に機能がない場合は、変換可能な設定値なしの変換エラーとなり初期値
が設定されます。

（9）接点入力機能＜UT500＞
【変換エラー分類：リミットオーバー、変換可能な設定値なし】
・	 GREEN	 	 ：A/M.1、L-R/L.1、S/R、CAS、AUT、MAN、SP.b0、SP.b1、	
	 	 	 　SP.b2、SP.b3、PID.b0、PID.b1、PID.b2、PID.b3、REM、LCL

・	 UTAdvanced	 ：A/M、R/L、S/R、CAS、AUTO、MAN、SP.B0、SP.B1、SP.B2、	
	 	 	 　SP.B3、PN.B0、PN.B1、PN.B2、PN.B3、REM、LCL

	 変換前のレジスタ番号が 5001 ～ 7048 の範囲外の場合、リミットオーバーの変換エ
ラーとなり初期値が設定されます。変換前のレジスタ番号が5001～7048の範囲内で、
UTAdvanced に機能がない場合は、変換可能な設定値なしの変換エラーとなり初期値
が設定されます。
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（10）接点入力機能＜UP550＞
【変換エラー分類：リミットオーバー、変換可能な設定値なし】
・	 GREEN	 	 ：PROG、RESET、LOCAL、HOLD、ADV、A/M.1、A/M.2、LSP/CAS、	
	 	 	 　PTNO.b0、PTNO.b1、PTNO.b2、PTNO.b3、PTNO.b4、MG1、	
	 	 	 　MG2、MG3、MG4

・	 UTAdvanced	 ：P R G、R S T、L O C、H O L D、A D V、A / M （ A / M _ L 1 - D ）、	
	 	 	 　A/M（A/M_L2-D）、L/C、PT.B0、PT.B1、PT.B2、PT.B3、PT.B4、	
	 	 	 　MG1、MG2、MG3、MG4

	 変換前のレジスタ番号が 5001 ～ 7048 の範囲外の場合、リミットオーバーの変換エ
ラーとなり初期値が設定されます。変換前のレジスタ番号が5001～7048の範囲内で、
UTAdvanced に機能がない場合は、変換可能な設定値なしの変換エラーとなり初期値
が設定されます。

（11）2入力切替制御の入力切替レンジと入力切替動作＜UT500＞＜UP550＞
【変換エラー分類：リミットオーバー、変換前の設定値不正】
・	 GREEN	 	 ：U1、U2、U3
・	 UTAdvanced	 ：PV.HL、PV.LL、PV.2C

	 入力切替レンジ U1、U2が PV.HL、PV.LLの範囲外の場合、リミットオーバーの変換
エラーとなり初期値が設定されます。PV.HLと PV.LLは PV入力レンジによります。

	 入力切替動作 U3が PV.2Cの範囲外の場合、変換前の設定値不正の変換エラーとなり
初期値が設定されます。

（12）2入力選択制御の入力演算＜UT500＞＜UP550＞
【変換エラー分類：変換前の設定値不正】
・	 GREEN	 	 ：U1
・	 UTAdvanced	 ：PV.AS

	 入力選択動作 U1が PV.ASの範囲外の場合、変換エラーとなり初期値が設定されます。

（13）折線＜UT500＞＜UP550＞
【変換エラー分類：変換可能な設定値なし】
・	 GREEN	 	 ：変換パラメータなし
・	 UTAdvanced	 ：PYS（グループ 2）

	 調節計モード UTMまたは UPM＝ 4（カスケード制御）のとき、PYS2 の折線選択が
変換エラーとなる場合があります。変換エラーになった場合、グループ2折線パラメー
タは全て初期値が設定されます。

（14）折線＜エンハンス前のUT500＞＜UP550＞
【変換エラー分類：リミットオーバー】
・	 GREEN	 	 ：1.A1～ 1.A11、1.B1～ 1.B11（PYS1 メニュー）
	 	 	 	 　2.A1～ 2.A11、2.B1～ 2.B11（PYS2 メニュー）
・	 UTAdvanced	 ：A1～ A11、B1～ B11（グループ 1、2折線）

	 変換前の折線データが折線入力 A1～ A11、折線出力 B1～ B11の範囲外の場合、変
換エラーとなり初期値が設定されます。
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（15）外部基準接点補償設定値＜UT300＞＜UT500＞
【変換エラー分類：リミットオーバー】
・	 GREEN	 	 ：ERJC
・	 UTAdvanced	 ：ERJC

	 外部基準接点補償設定値 ERJC＝ -50.0 ～ -10.1（℃）のとき、ERJCに初期値が設定
されます。

（16）DI機能選択（DIS）＜UT300＞
【変換エラー分類：変換可能な設定値なし】
・	 GREEN	 	 ：DIS
・	 UTAdvanced	 ：A/M、S/R、SP.B0、SP.B1、SP.B2、SP.BC

	 DI 機能選択 DIS＝ 2の場合、変換エラーとなり初期値が設定されます。

（17）ジャンクションコード＜UP750＞
【変換エラー分類：変換可能な設定値なし】
・	 GREEN	 	 ：JC=131 ～ 300
・	 UTAdvanced	 ：JC=CONT

	 パターン 131から 300は、CONT（継続切換）に設定されます。
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4.2	 特殊変換仕様
GREENシリーズからUTAdvanced シリーズに変換するとき、特殊変換される主なパラメー
タについて説明します。変換後は変換内容をご確認ください。

（1）制御周期＜UT400＞
・	 GREEN	 	 ：変換パラメータなし
・	 UTAdvanced	 ：SMP＝ 200ms に変換されます。

制御モード CTLM＝ SGL（単ループ制御）に変換されます。

（2）制御出力種類＜UT300＞＜UT400＞＜UT500＞＜UP550＞
・	 GREEN	 	 ：OT1、OT2
・	 UTAdvanced	 ：CNT、OT.H、OT.Cに変換されます。

一般形または加熱冷却形
GREEN UTAdvanced

制御出力種類
OT1またはOT2

条件 (*1) 制御タイプ
CNT

加熱側出力種類選択
OT.H

冷却側出力種類
選択
OT.C

制御モード
CTLM

0：時間比例 PIDリレー接点出力 依存しない 0（PID制御） 03：OUT端子（リレー） －
1：時間比例 PID電圧パルス出力 01：OUT端子（電圧パル

ス）
－

2：電流出力 02：OUT端子（電流） －
3：オンオフ制御リレー接点出力 CTLM ＝ 1

（単ループ
制御）

1（オン / オフ
制御、ヒステリ
シス 1点）

03：OUT端子（リレー） －

CTLM ≠ 1
（単ループ
制御以外）

0（PID制御）
(*1)

－

4：加熱側リレー出力・冷却側リ
レー出力

CTLM ≠ 2
（カスケー
ド 1次側制
御以外）

4（加熱冷却制
御）

03：OUT端子（リレー） 06：OUT2 端
子（リレー）

5：加熱側パルス出力・冷却側リ
レー出力

01：OUT端子（電圧パル
ス）

6：加熱側電流出力・冷却側リレー
出力

02：OUT端子（電流）

7：加熱側リレー出力・冷却側パ
ルス出力

03：OUT端子（リレー） UT55A/UT52A/
UP55Aの場合、
04：OUT2 端
子（電圧パル
ス）

UT35A/UT32A
の 場 合、07：
RET 端 子（ 電
圧パルス）

8：加熱側パルス出力・冷却側パ
ルス出力

01：OUT端子（電圧パル
ス）

9：加熱側電流出力・冷却側パル
ス出力

02：OUT端子（電流）

10：加熱側リレー出力・冷却側
電流出力

03：OUT端子（リレー） UT55A/UT52A/
UP55Aの場合、
05：OUT2 端
子（電流）

UT35A/UT32A
の 場 合、08：
RET端子（電流）

11：加熱側パルス出力・冷却側
電流出力

01：OUT端子（電圧パル
ス）

12：加熱側電流出力・冷却側電
流出力

02：OUT端子（電流）

４～ 12 CTLM ＝ 2
（カスケー
ド 1次側制
御）

0（PID制御） 加熱冷却制御の場合と同
じ

－

*1：	 UT300 は対象外です。
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位置比例形（UT300を除く）
GREEN UTAdvanced

制御出力種類
OT1またはOT2

条件 制御タイプ
CNT

加熱側出力種類選択
OT.H

冷却側出力種類
選択
OT.C

制御モード
CTLM

－ 依存しない 0（PID制御） － －

（3）入力種類＜UT300＞
・	 GREEN	 	 ：IN
・	 UTAdvanced	 ：IN

GREEN UTAdvanced
入力種類　IN PV入力種類　IN

19 ～ 29 1
32 ～ 34、38、39 30
42 ～ 49、52～ 54、57～ 59 40
上記以外 GREENシリーズの仕様に合わせ変換されます。

（4）入力レンジ＜UT300＞
・	 GREEN	 	 ：RH、RL
・	 UTAdvanced	 ：RH、RL

	 GREENシリーズとUTAdvanced とで表示桁の異なるレンジの場合、小数点位置が同
じになるように変換されます。

（5）単位＜UT400＞
・	 GREEN	 	 ：UN1＝%
・	 UTAdvanced	 ：UNIT＝無単位（-）に変換されます。

（6）単位＜UT500＞＜UP550＞
・	 GREEN	 	 ：UN1、UN3、P.U1、P.U2＝%
・	 UTAdvanced	 ：UNIT＝無単位（-）に変換されます。

（7）小数点非表示＜UT400＞
・	 GREEN	 	 ：DPC＝ON
・	 UTAdvanced	 ：GREEN シリーズの仕様にあわせ、P.DP、P.RH、P.RLに変換され
ます。

（8）警報数＜UT300＞
	 制御出力種類 OT1の設定値に応じて警報数 ALNO.が変更されます。
	 OT1＝ 0 ～ 3 または 7 ～ 12 のとき、ALNO.＝ 3 となり、OT1＝ 4 ～ 6 のとき、

ALNO.＝ 2となります。
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（9）警報種類＜UT300＞
・	 GREEN	 	 ：AL1～ AL3
・	 UTAdvanced	 ：AL1.T～ AL3.T、AL1.W～ AL3.W、AL1.D～ AL3.Dに変換されます。
	 ※警報種類パラメータは、LL50A上では 3つの設定パラメータとなります。

GREEN UTAdvanced
AL1 AL1.T（警報 1種類）、AL1.W（警報 1待機動作）、AL1.D（警報 1励磁 /非励磁）
AL2 AL2.T（警報 2種類）、AL2.W（警報 2待機動作）、AL2.D（警報 2励磁 /非励磁）
AL3 AL3.T（警報 3種類）、AL3.W（警報 3待機動作）、AL3.D（警報 3励磁 /非励磁）

警報種類の設定値変換								        n=1～3、m=1～3

GREEN UTAdvanced GREEN UTAdvanced
ALn ALm.T ALm.W ALm.D ALn ALm.T ALm.W ALm.D

0 0 初期値 初期値 22 31 初期値 0
1 1 0 0 23 初期値 初期値 初期値
2 2 0 0 24 初期値 初期値 初期値
3 5 0 0 25 初期値 初期値 初期値
4 6 0 0 26 初期値 初期値 初期値
5 5 0 1 － － － －
6 6 0 1 28 3 0 0
7 7 0 0 29 4 0 0
8 8 0 0 30 制御タイプ CNT=0 または 1

のとき 15、
CNT=4のとき初期値

初期値 0

9 1 0 1 31 制御タイプ CNT=0 または 1
のとき 16
CNT=4のとき初期値

初期値 0

10 2 0 1 33 11 0 0
11 1 1 0 34 12 0 0
12 2 1 0 35 11 0 1
13 5 1 0 36 12 0 1
14 6 1 0 37 13 0 0
15 5 1 1 38 14 0 0
16 6 1 1 43 11 1 0
17 7 1 0 44 12 1 0
18 8 1 0 45 11 1 1
19 1 1 1 46 12 1 1
20 2 1 1 47 13 1 0
21 30 初期値 0 48 14 1 0

※	 上記表内で ALm.Tが初期値に変換される場合は、変換エラーとして扱われます。「4.1　変換エラーとし
て扱うパラメータ」をご覧ください。
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（10）警報種類＜UT400＞＜UT500＞
・	 GREEN	 	 ：AL1～ AL4
・	 UTAdvanced	 ：AL1.T～ AL4.T、AL1.W～ AL4.W、AL1.D～ AL4.Dに変換されます。
	 ※警報種類パラメータは、LL50A上では 3つの設定パラメータとなります。

GREEN UTAdvanced
AL1 AL1.T（警報 1種類）、AL1.W（警報 1待機動作）、AL1.D（警報 1励磁 /非励磁）
AL2 AL2.T（警報 2種類）、AL2.W（警報 2待機動作）、AL2.D（警報 2励磁 /非励磁）
AL3 AL3.T（警報 3種類）、AL3.W（警報 3待機動作）、AL3.D（警報 3励磁 /非励磁）
AL4 AL4.T（警報 4種類）、AL4.W（警報 4待機動作）、AL4.D（警報 4励磁 /非励磁）

警報種類の設定値変換								        n=1～4、m=1～8

GREEN UTAdvanced GREEN UTAdvanced
ALn ALm.T ALm.W ALm.D ALn ALm.T ALm.W ALm.D

0 0 初期値 初期値 22 初期値 初期値 初期値
1 1 0 0 23 初期値 初期値 初期値
2 2 0 0 24 初期値 初期値 初期値
3 5 0 0 25 初期値 初期値 初期値
4 6 0 0 26 30 初期値 0
5 5 0 1 27 31 初期値 0
6 6 0 1 28 3 初期値 0
7 7 0 0 29 4 初期値 0
8 8 0 0 30 位置比例時 27

制御タイプ CNT=0 または 1
のとき 15、
CNT=4のとき初期値

初期値 0

9 1 0 1 31 位置比例時 28
制御タイプ CNT=0 または 1
のとき 16
CNT=4のとき初期値

初期値 0

10 2 0 1 33 11 0 0
11 1 1 0 34 12 0 0
12 2 1 0 35 11 0 1
13 5 1 0 36 12 0 1
14 6 1 0 37 13 0 0
15 5 1 1 38 14 0 0
16 6 1 1 43 11 1 0
17 7 1 0 44 12 1 0
18 8 1 0 45 11 1 1
19 1 1 1 46 12 1 1
20 2 1 1 47 13 1 0
21 初期値 初期値 初期値 48 14 1 0

※	 上記表内で ALm.Tが初期値に変換される場合は、変換エラーとして扱われます。「4.1　変換エラーとし
て扱うパラメータ」をご覧ください。
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（11）警報種類＜UP550＞
・	 GREEN	 	 ：AL1～ AL4
・	 UTAdvanced	 ：AL1.T～ AL4.T、AL1.W～ AL4.W、AL1.D～ AL4.Dに変換されます。
	 ※警報種類パラメータは、LL50A上では 3つの設定パラメータとなります。

GREEN UTAdvanced
AL1 AL1.T（警報 1種類）、AL1.W（警報 1待機動作）、AL1.D（警報 1励磁 /非励磁）
AL2 AL2.T（警報 2種類）、AL2.W（警報 2待機動作）、AL2.D（警報 2励磁 /非励磁）
AL3 AL3.T（警報 3種類）、AL3.W（警報 3待機動作）、AL3.D（警報 3励磁 /非励磁）
AL4 AL4.T（警報 4種類）、AL4.W（警報 4待機動作）、AL4.D（警報 4励磁 /非励磁）

ループ1警報種類の設定値変換							       n=1～4、m=1～4

GREEN UTAdvanced GREEN UTAdvanced
ALn ALm.T_L1 ALm.W_L1 ALm.D_L1 ALn ALm.T_L1 ALm.W_L1 ALm.D_L1

0 0 初期値 初期値 25 初期値 初期値 初期値
1 1 0 0 26 30 初期値 0
2 2 0 0 27 31 初期値 0
3 5 0 0 28 3 初期値 0
4 6 0 0 29 4 初期値 0
5 5 0 1 30 位置比例形かつ UPM＝ 4の

とき 15
位置比例形かつ UPM≠ 4の
とき 27
一般形または加熱冷却形かつ
制御タイプ CNT＝ 0または 1
のとき 15
一般形または加熱冷却形かつ
制御タイプ CNT＝ 4 のとき
初期値

初期値 0

6 6 0 1 31 位置比例形かつ UPM＝ 4の
とき 16
位置比例形かつ UPM≠ 4の
とき 28
一般形または加熱冷却形かつ
制御タイプ CNT＝ 0または 1
のとき 16
一般形または加熱冷却形かつ
制御タイプ CNT＝ 4 のとき
初期値

初期値 0

7 7 0 0 67 31 初期値 0
8 8 0 0
9 1 0 1
10 2 0 1
11 1 1 0
12 2 1 0
13 5 1 0
14 6 1 0
15 5 1 1
16 6 1 1
17 7 1 0
18 8 1 0
19 1 1 1
20 2 1 1

※	 上記表内で ALm.T_L1が初期値に変換される場合は、変換エラーとして扱われます。「4.1　変換エラー
として扱うパラメータ」をご覧ください。
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ループ2警報種類の設定値変換							       n=1～4、m=1～4

GREEN UTAdvanced GREEN UTAdvanced
ALn ALm.T_L2 ALm.W_L2 ALm.D_L2 ALn ALm.T_L2 ALm.W_L1 ALm.D_L1

41 1 0 0 65 初期値 初期値 初期値
42 2 0 0 66 30 初期値 0
43 5 0 0 68 3 初期値 0
44 6 0 0 69 4 初期値 0
45 5 0 1 70 位置比例形のとき 27

一般形または加熱冷却形かつ
制御タイプ CNT＝ 0 のとき
15
一般形または加熱冷却形かつ
制御タイプ CNT＝ 4 のとき
初期値

初期値 0

46 6 0 1 71 位置比例形のとき 28
一般形または加熱冷却形かつ
制御タイプ CNT＝ 0 のとき
16
一般形または加熱冷却形かつ
制御タイプ CNT＝ 4 のとき
初期値

初期値 0

47 7 0 0
48 8 0 0
49 1 0 1
50 2 0 1
51 1 1 0
52 2 1 0
53 5 1 0
54 6 1 0
55 5 1 1
56 6 1 1
57 7 1 0
58 8 1 0
59 1 1 1
60 2 1 1

※	 上記表内で ALm.T_L2が初期値に変換される場合は、変換エラーとして扱われます。「4.1　変換エラー
として扱うパラメータ」をご覧ください。
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（12）警報設定値＜UT300＞
	 警報種類 ALn＝ 21（自己診断出力）、22（FAIL 出力）の場合、および警報種類 ALn
が変換可能な設定値なしのエラーになる場合は、警報設定値に初期値が設定されま
す。

											           n=1～3

GREEN シリーズの警報種類（ALn）=0～ 3、5、7～
13、15、17 ～ 20、28 ～ 31、33、35、37、38、43、
45、47、48の場合

GREENシリーズの警報種類（ALn）=4、14、6、16、
34、44、36、46の場合

GREEN UTAdvanced GREEN UTAdvanced
A1 各グループの A1に変換されます。 A1 符号を反転した値を各グループの A1

に変換されます。
A2 各グループの A2に変換されます。 A2 符号を反転した値を各グループの A2

に変換されます。
A3 各グループの A3に変換されます。

ただし、GREENシリーズの OT1＝ 4～
6の場合、変換されません。

A3 符号を反転した値を各グループの A3
に変換されます。
ただし、GREEN シリーズの OT1＝ 4
～ 6の場合、変換されません。

（13）警報設定値＜UT400＞
	 警報種類 ALnが変換可能な設定値なしのエラーになる場合、警報設定値に初期値が
設定されます。

											           n=1～4

GREEN シリーズの警報種類（ALn）=0～ 3、5、7～
13、15、17～ 20、26～ 31の場合

GREEN シリーズの警報種類（ALn）=4、14、6、16
の場合

GREEN UTAdvanced GREEN UTAdvanced
A1 各グループの A1に変換されます。 A1 符号を反転した値を各グループの A1

に変換されます。
A2 各グループの A2に変換されます。 A2 符号を反転した値を各グループの A2

に変換されます。
A3 各グループの A3に変換されます。 A3 符号を反転した値を各グループの A3

に変換されます。
A4 各グループの A4に変換されます。 A4 符号を反転した値を各グループの A4

に変換されます。

（14）警報設定値＜UT500＞
	 警報種類 ALnが変換可能な設定値なしのエラーになる場合、警報設定値に初期値が
設定されます。

											           n=1～4

GREEN シリーズの警報種類（ALn）=0～ 3、5、7～
13、15、17 ～ 20、26 ～ 31、33、35、37 ～ 38、43、
45、47、48の場合

GREENシリーズの警報種類（ALn）=4、14、6、16、
34、44、36、46の場合

GREEN UTAdvanced GREEN UTAdvanced
1.A1～ 8.A1 各グループの A1に変換されます。 1.A1～ 8.A1 符号を反転した値を各グループの A1

に変換されます。
1.A2～ 8.A2 各グループの A2に変換されます。 1.A2～ 8.A2 符号を反転した値を各グループの A2

に変換されます。
1.A3～ 8.A3 各グループの A3に変換されます。 1.A3～ 8.A3 符号を反転した値を各グループの A3

に変換されます。
1.A4～ 8.A4 各グループの A4に変換されます。 1.A4～ 8.A4 符号を反転した値を各グループの A4

に変換されます。
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（15）警報設定値＜UP550＞
	 警報種類 ALnが変換可能な設定値なしのエラーになる場合、警報設定値に初期値が
設定されます。

											           n=1～4

GREEN シリーズの警報種類（ALn）=0～ 3、5、7～
13、15、17～ 20、26～ 31、67の場合

GREEN シリーズの警報種類（ALn）=4、14、6、16
の場合

GREEN UTAdvanced GREEN UTAdvanced
A1 ループ 1の A1に変換されます。 A1 符号を反転した値をループ 1の A1に

変換されます。
A2 ループ 1の A2に変換されます。 A2 符号を反転した値をループ 1の A2に

変換されます。
A3 ループ 1の A3に変換されます。 A3 符号を反転した値をループ 1の A3に

変換されます。
A4 ループ 1の A4に変換されます。 A4 符号を反転した値をループ 1の A4に

変換されます。

GREEN シリーズの警報種類（ALn）=41 ～ 43、45、
47～ 53、55、57～ 60、66、68～ 71の場合

GREEN シリーズの警報種類（ALn）=44、54、46、
56の場合

GREEN UTAdvanced GREEN UTAdvanced
A1 ループ 2の A1に変換されます。 A1 符号を反転した値をループ 2の A1に

変換されます。
A2 ループ 2の A2に変換されます。 A2 符号を反転した値をループ 2の A2に

変換されます。
A3 ループ 2の A3に変換されます。 A3 符号を反転した値をループ 2の A3に

変換されます。
A4 ループ 2の A4に変換されます。 A4 符号を反転した値をループ 2の A4に

変換されます。
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（16）警報8点モード＜UT500＞
・	 GREEN	 	 ：AMD＝ 3、4、5
・	 UTAdvanced	 ：GREENシリーズの仕様にあわせ、AMDに変換されます。

	 警報数 ALNO.＝ 8に設定されます。警報種類と警報設定値は、以下のように変換さ
れます。

	 警報種類の設定値変換については（10）項を、警報設定値の変換については、（14）
項をご覧ください。

警報種類

GREEN UTAdvanced
ループ 1 AL1 AL1.T、AL1.W、AL1.D

AL2 AL2.T、AL2.W、AL2.D
AL3 AL3.T、AL3.W、AL3.D
AL4 AL4.T、AL4.W、AL4.D

ループ 2 AL1 AL5.T、AL5.W、AL5.D
AL2 AL6.T、AL6.W、AL6.D
AL3 AL7.T、AL7.W、AL7.D
AL4 AL8.T、AL8.W、AL8.D

ヒステリシス

GREEN UTAdvanced
ループ 1 HY1 HY1

HY2 HY2
HY3 HY3
HY4 HY4

ループ 2 HY1 HY5
HY2 HY6
HY3 HY7
HY4 HY8

ディレイタイマ

GREEN UTAdvanced
ループ 1 DY1 DYN1

DY2 DYN2
DY3 DYN3
DY4 DYN4

ループ 2 DY1 DYN5
DY2 DYN6
DY3 DYN7
DY4 DYN8

警報設定値

GREEN UTAdvanced
ループ 1 1.A1～ 8.A1 各グループの A1

1.A2～ 8.A2 各グループの A2
1.A3～ 8.A3 各グループの A3
1.A4～ 8.A4 各グループの A4

ループ 2 1.A1～ 8.A1 各グループの A5
1.A2～ 8.A2 各グループの A6
1.A3～ 8.A3 各グループの A7
1.A4～ 8.A4 各グループの A8
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（17）PID組数＜UT500＞
・	 GREEN	 	 ：GRP
・	 UTAdvanced	 ：SPGR.と PIDG.に変換されます。（それぞれ同じ値）

（18）リファレンス偏差用PIDパラメータ＜UT400＞＜UT500＞＜UP550＞
・	 GREEN	 	 ：GRP、n.P、n.I、n.D、n.OH、n.OL、n.MR、n.H、n.DR、n.Pc、n.Ic、	
	 	 	 　n.Dc、n.Hc、n.DB、n.PO、n.Oc（n＝GRPの値）

・	 UTAdvanced	 ：P、I、D、OH、OL、MR、HYS、DR、Pc、Ic、Dc、HYSc、DB、	
	 	 	 　PO、POc（グループ R）

	 PID 組数 GRPの値の PIDグループのパラメータ（GRP、n.P、n.I、n.D、n.OH、n.OL、n.MR、
n.H、n.DR、n.Pc、n.Ic、n.Dc、n.Hc、n.DB、n.PO、n.Oc）は、各ループのグループ
Rのパラメータ（P、I、D、OH、OL、MR、HYS、DR、Pc、Ic、Dc、HYSc、DB、PO、
POc）にそれぞれ変換されます。

（19）加熱冷却制御出力リミッタ＜UT300＞＜UT500＞＜UP550＞
・	 GREEN	 	 ：n.OH（加熱側出力上限リミッタ）、n.OL（冷却側出力上限リミッタ）
・	 UTAdvanced	 ：n.OHは各グループの OHに変換されます。n.OLは下記の通り変	
	 	 	 　換されます。

	 調節計モード UTMまたは UPM≠ 4（カスケード制御以外）のとき、変換後の制御
タイプ CNT＝ 4（加熱冷却制御）の場合、OHcに変換されます。また変換後の制御
タイプ CNT≠ 4（加熱冷却制御以外）の場合、OLに変換されます。

	 調節計モード UTMまたは UPM＝ 4（カスケード制御）のとき、変換後の制御タイ
プ CNT＝ 4（加熱冷却制御）の場合、第 1ループは OLに変換され、第 2ループは
OHcに変換されます。また変換後の制御タイプ CNT≠ 4（加熱冷却制御以外）の場合、
第 1ループ、第 2ループともに OLに変換されます。

	 各グループの OLcは初期値となります。n=1～ 8

（20）セレクト画面＜UT300＞＜UT400＞＜UT500＞＜UP550＞
・	 GREEN	 	 ：C.S1～ C.S5　（UT300 は、C.S1～ C.S4）
・	 UTAdvanced	 ：CS1～ CS5　（UT35A/UT32Aは、CS1～ CS4）

	 変換後のレジスタ番号が 2301 ～ 5000（UP550 の場合、2201 ～ 5000）の範囲で、
UTAdvanced に機能がある場合は変換されます。

（21）接点出力機能＜UT500＞＜UP550＞
・	 GREEN	 	 ：DO1～ DO7
・	 UTAdvanced	 ：AL1.S～ AL3.S、DO1.S～ DO4.S（E2端子エリア）に変換されます。

	 変換前のレジスタ番号が 5001 ～ 7048 の範囲で、UTAdvanced に機能がある場合は
変換されます。

GREEN UTAdvanced
DO1 AL1.S
DO2 AL2.S
DO3 AL3.S
DO4 DO1.S
DO5 DO2.S
DO6 DO3.S
DO7 DO4.S
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（22）接点入力機能＜UT500＞
・	 GREEN	 	 ：A/M.1、L-R/L.1、S/R、CAS、AUT、MAN、SP.b0、SP.b1、	
	 	 	 　SP.b2、SP.b3、PID.b0、PID.b1、PID.b2、PID.b3、REM、LCL

・	 UTAdvanced	 ：A/M、R/L、S/R、CAS、AUTO、MAN、SP.B0、SP.B1、SP.B2、	
	 	 	 　SP.B3、PN.B0、PN.B1、PN.B2、PN.B3、REM、LCL

	 GREENシリーズの仕様にあわせ、接点入力のパラメータ設定値に変換されます。
	 変換前のレジスタ番号が 5001 ～ 7048 の範囲で、UTAdvanced に機能がある場合は
変換されます。

GREEN UTAdvanced
A/M.1 A/M
L-R/L.1 R/L
S/R S/R
CAS CAS
AUT AUTO
MAN MAN
SP.b0 SP.B0
SP.b1 SP.B1
SP.b2 SP.B2
SP.b3 SP.B3
PID.b0 PN.B0
PID.b1 PN.B1
PID.b2 PN.B2
PID.b3 PN.B3
REM REM
LCL LCL

（23）接点入力機能＜UP550＞
・	 GREEN	 	 ：PROG、RESET、LOCAL、HOLD、ADV、A/M.1、A/M.2、LSP/CAS、	
	 	 	 　PTNO.b0、PTNO.b1、PTNO.b2、PTNO.b3、PTNO.b4、MG1、	
	 	 	 　MG2、MG3、MG4

・	 UTAdvanced	 ：P R G、R S T、 L O C、H O L D、A D V、A / M ( A / M _ L 1 - D )、	
	 	 	 　A/M(A/M_L2-D)、L/C、PT.B0、PT.B1、PT.B2、PT.B3、PT.B4、	
	 	 	 　MG1、MG2、MG3、MG4

	 GREENシリーズの仕様にあわせ、接点入力のパラメータ設定値に変換されます。
	 変換前のレジスタ番号が 5001 ～ 7048 の範囲で、UTAdvanced に機能がある場合は
変換されます。

GREEN UTAdvanced 備考
PROG PRG
RESET RST
LOCAL LOC
HOLD HOLD
ADV ADV
A/M.1 A/M(A/M_L1-D) UPM≠ 4（カスケード制御以外）の場合のみ変換されます。
A/M.2 A/M(A/M_L2-D) UPM＝ 4（カスケード制御）の場合のみ変換されます。
LSP/CAS L/C UPM＝ 4（カスケード制御）の場合のみ変換されます。
PTNO.b0 PT.B0
PTNO.b1 PT.B1
PTNO.b2 PT.B2
PTNO.b3 PT.B3
PTNO.b4 PT.B4
MG1 MG1
MG2 MG2
MG3 MG3
MG4 MG4
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（24）DI機能選択（DIS）＜UT300＞
	 GREENシリーズの仕様にあわせ、DI 機能割付メニューのパラメータに以下のように
変換されます。

GREEN UTAdvanced
DIS SP.BC SP.B0 SP.B1 SP.B2 A/M S/R
0 0 0 0 0 0 0
1 1 5025(DI1) 0 0 5026(DI2) 0
2 「4.1　変換エラーとして扱うパラメータ」参照
3 1 5025(DI1) 5026(DI2) 0 0 0
4 1 5025(DI1) 0 0 0 5026(DI2)

（25）DI機能選択（DIS）＜UT400＞
	 GREENシリーズの仕様にあわせ、DI 機能割付メニューのパラメータに以下のように
変換されます。

UTAdvanced（UT55A/UT52A基本仕様コード：タイプ2=0の場合）

GREEN UTAdvanced
DIS A/M S.R SP.B0 SP.B1 SP.B2 SP.B3 R/L SP.BC
0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 5025(DI1) 5026(DI2) 0 0 0 0 0 0
2 5025(DI1) 5027(DI3) 5026(DI2) 0 0 0 0 1
3 5027(DI3) 5025(DI1) 5026(DI2) 0 0 0 0 1
4 0 0 5025(DI1) 5026(DI2) 0 0 0 1

UTAdvanced（UT55A基本仕様コード：タイプ2=1の場合）

GREEN UTAdvanced
DIS A/M S.R SP.B0 SP.B1 SP.B2 SP.B3 R/L SP.BC
0 0 0 0 0 0 0 5046(DI16) 0
1 5025(DI1) 5026(DI2) 5073(DI31) 5074(DI32) 5075(DI33) 5076(DI34) 5046(DI16) 0
2 5025(DI1) 5027(DI3) 5026(DI2) 0 0 0 5046(DI16) 1
3 5027(DI3) 5025(DI1) 5026(DI2) 0 0 0 5046(DI16) 1
4 5074(DI32) 5073(DI31) 5025(DI1) 5026(DI2) 0 0 5046(DI16) 1

UTAdvanced（UT52A基本仕様コード：タイプ2=1または2の場合、またはUT55A基本仕様コードタイプ2=2または4）

GREEN UTAdvanced
DIS A/M S.R SP.B0 SP.B1 SP.B2 SP.B3 R/L SP.BC
0 0 0 0 0 0 0 5046(DI16) 0
1 5025(DI1) 5026(DI2) 0 0 0 0 5046(DI16) 0
2 5025(DI1) 5027(DI3) 5026(DI2) 0 0 0 5046(DI16) 1
3 5027(DI3) 5025(DI1) 5026(DI2) 0 0 0 5046(DI16) 1
4 0 0 5025(DI1) 5026(DI2) 0 0 5046(DI16) 1

UTAdvanced（UT55A基本仕様コード：タイプ2=3）

GREEN UTAdvanced
DIS A/M S.R SP.B0 SP.B1 SP.B2 SP.B3 R/L SP.BC
0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 5025(DI1) 5026(DI2) 5041(DI11) 5042(DI12) 5043(DI13) 5044(DI14) 0 0
2 5025(DI1) 5027(DI3) 5026(DI2) 0 0 0 0 1
3 5027(DI3) 5025(DI1) 5026(DI2) 0 0 0 0 1
4 5042(DI12) 5041(DI11) 5025(DI1) 5026(DI2) 0 0 0 1
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（26）Ethernet通信シリアルゲートウェイ通信速度＜UT351＞＜UT551＞
・	 GREEN	 	 ：変換パラメータなし（内部的に 9600bps 固定）
・	 UTAdvanced	 ：シリアルゲートウェイ通信速度パラメータ BPSが 9600bps に変	
	 	 	 　換されます。

（27）2入力切替制御の入力切替レンジと入力切替動作＜UT500＞＜UP550＞
・	 GREEN	 	 ：U1、U2、U3
・	 UTAdvanced	 ：PV.HL、PV.LL、PV.2Cに変換されます。

（28）2入力選択制御の入力演算＜UT500＞＜UP550＞
・	 GREEN	 	 ：U1
・	 UTAdvanced	 ：PV.ASに変換されます。

（29）セキュリティ＜UT500＞
	 GREEN シリーズの仕様にあわせ、キーロック、メニューロックのパラメータに変換
されます。

GREEN UTAdvanced
DAT DATA（キー）
A/M A/M（キー）
MOD MODE
LP1 SP、PVS、PID、TUNE、ZONE
LP2 SP、PVS、PID、TUNE、ZONE
PID SP、PVS、PID、ZONE（第 1ループ /第 2ループ）
USR PPAR
PY1 PYS1
PY2 PYS2

（30）セキュリティ＜UT400＞
	 GREEN シリーズの仕様にあわせ、キーロック、メニューロックのパラメータに変換
されます。

GREEN UTAdvanced
DAT DATA（キー）
A/M A/M（キー）
R/L MODE
PID SP、PVS、PID、ZONE

（31）セキュリティ＜UP550＞
	 GREEN シリーズの仕様にあわせ、キーロック、メニューロックのパラメータに変換
されます。

GREEN UTAdvanced
▲▼ DATA（キー）
PT.NO PTN（キー）
RUN RUN、RST（キー）
MODE MODE
PRG PROG、LOC、EDIT
LP1 SPS、PVS、PID、TUNE、MODE、ZONE
LP2 PVS、PID、TUNE、MODE、ZONE
PID PID、ZONE（第 1ループ /第 2ループ）
USR PPAR
PYS1 PYS1
PYS2 PYS2
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(32）プログラムパターン＜UP750＞
	 第 2 ループ制御用のプログラムパターンは、UP55Aの伝送用プログラムパターン（PT.
G=ON）に設定されます。
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